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「第 8 回 日本 TRIZ シンポジウム 2012」の プログラム更新 

 
                                        2012 年 8 月 31 日    (第 4 次案内) 
                                        NPO 法人 日本 TRIZ 協会 
                                          第 8 回 日本 TRIZ シンポジウム 2012 
                                                       プログラム委員長  中川  徹 
 
  猛暑がまだまだ続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 
  第 8 回日本 TRIZ シンポジウム 2012 は、あと 1 週間となり、発表関係の準備をほぼ完了いたしまし

た。このたび、プログラム最終案を公表しましたが、実は 第 3 次案(8 月 1 日)から微小にしか変わって

おりません。発表者、支援者の皆さまのご協力に感謝いたします。会場で豊富で充実した、発表、討論、

交流が行われることを、楽しみにしております。 
   
   主催： 日本 TRIZ 協会 (NPO)   
      後援：  日本創造学会 、   協賛: 日本設計工学会、日刊工業新聞社   
      期日：  2012 年 9 月 6 日 (木)、7 日(金)、 8 日 (土)  

      会場：  早稲田大学 西早稲田キャンパス 55 号館 (東京都新宿区大久保 3-4-1)  
 
  新しいプログラム、アブストラクト集、などの一式を、下記のホームページに掲載しています。 
    ・ 日本 TRIZ 協会公式サイト:          http://www.triz-japan.org/ 
    ・ 公共サイト『TRIZ ホームページ』:  http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
 
(1) 第三次発表 (8 月 1 日) からの変更点は下記のものです。 
    (a) 発表項目 (著者、タイトルなど) と プログラム編成では、全く変更がありません。 
    (b) プログラム一覧シートにおいて、各発表内の書式を整え、デジタル資料集でこの一覧シート 
          から各発表スライドを直接参照できるようにしました。 
    (c) アブストラクト集 (国内発表者、英文) において、漏れが 1 件ありましたので追加しました。 
 
(2) 海外発表者のスライドを和訳し、国内発表者のスライドの英訳を (推敲) 支援しておりましたが、 
      当初予定よりも広い範囲での事前翻訳ができあがり、国際的なシンポジウムとして大変有益な 
      ものになっております。運営会議メンバはじめボランティアで協力いただきました皆さまに感謝 
      します。 
 
(3) 論文・資料集は、印刷物 5 種を予定どおりの構成ですでに印刷発注し、デジタル版のリンク作成 
     作業という仕上げ作業を進めております。これらは初日にお渡しします。 
 
(4) 第 1 日のアドバンストセミナー (Cavallucci 教授) で使用する、ソフトウェア STEPS のデモ版が 
      入手できるようになり、いまその稼働テストをはじめたところです。 
 
(5) 第 1 日夕方のグループ討論では、すでに発表しています 3 つの大きなテーマで討論をします。 
 

以上        


